

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幹部面談実施要領


１．対　　象：取締役、部門長、管理部門実務責任者

２．目　　的： 
（１）取締役をはじめとする会社幹部と定期的に面談を行うことにより、信頼関係を構築すると同時に監査環境の整備を図る。
（２）各取締役がどのような問題意識をもっているか確認するとともに、反省点、重点実施事項、対処すべき課題等について調査票に記載してもらったうえで、意見を交換し、その内容を整理し、社長・取締役会にレポートすることにより、今後の事業運営の参考としてもらう。
（３）新型コロナウィルス感染拡大の事業への影響とその対策として実施したテレワークに関する業務への影響、課題、要望事項などの聴取

３．　調査票記載事項（調査票様式はW15・W16）
　　　（１）第××期を振り返って（主な実施事項、反省点）
　　　（２）今後取り組むべきこと
　　　（３）対処すべき課題
　　　（４）新型コロナウィルス感染拡大の影響と対策
　　　　　　テレワーク実施の評価と課題並びに要望事項等の把握

４．実施時期
　　　年２回実施（中間監査、期末監査実施にあわせて行う）

５．実施手順
（１）調査への協力要請（執行役員会）
（２）調査票を作成し依頼状を添付し関係者へ発信（メール）
（３）調査票受領後、記載された内容について、感想・質問などをまとめ、返信
　　（４）取締役、本部長と面談（リアル又はZOOMで実施）　→　面談メモ作成
　　（５）部門長他については以下による。
　　　　　　調査票受領　→　感想・不明な点に対する質問発送（監査役より）　
→　質問に対する回答を受領
　　　＊従来は、面談を実施してきたが、コロナ感染拡大に伴い、一部省略し、文書のやり取りで対応した。
　　（６）面談並びに調査票記載事項、Ｑ＆Ａの内容を整理し、監査役の意見を加え、社長及び取締役会に報告
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